
て
も
被
害
自
体
を
隠
す
と
い
う
意
見
も

多
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
理
由
に
は
、

①
G
B
V
被
害
者
自
身
や
家
族
の
社

会
的
名
誉
が
傷
つ
く
こ
と
や
差
別
が
怖

い
、
②
行
政
や
司
法
か
ら
期
待
通
り
の

支
援
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
は
そ

も
そ
も
支
援
に
期
待
を
持
て
な
い
、
③

ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
支
援
が
受
け
ら
れ

る
か
わ
か
ら
な
い
、
④
支
援
の
要
請
場

所
が
遠
い
。
医
療
費
や
移
動
に
か
か
る

費
用
を
払
え
な
い
と
続
い
た
。

「
と
く
に
①
は
深
刻
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
が
暴
力
は
罰
せ
ら
れ
る
べ
き

と
考
え
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
家
庭
内
や

近
親
者
か
ら
の
暴
力
や
性
的
暴
力
で
あ

る
な
ら
公
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
い

う
認
識
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
か

り
に
性
被
害
に
遭
っ
た
場
合
、
そ
れ
を

周
囲
に
知
ら
れ
た
ら
被
害
者
の
将
来
や

家
族
の
汚
点
（
ス
テ
ィ
グ
マ
）
に
な
る

と
考
え
る
親
兄
弟
や
親
戚
、
難
民
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
難
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

外
の
行
政
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
支
援
を
要
請
し

な
い
場
合
も
あ
る
の
で
す
。
難
民
居
住

区
に
は
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る

N
G
O
や
国
際
機
関
も
数
多
く
活
動

し
て
い
ま
す
。
受
け
よ
う
と
思
え
ば
受

け
ら
れ
る
の
に
支
援
を
受
け
な
い
こ
と

を
選
択
す
る

│
そ
こ
に
被
害
者
支

援
の
根
深
い
課
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
」
と
、
川
口
さ
ん
は
問
題
を

指
摘
す
る
。

　

難
民
居
住
区
で
暮
ら
す
人
々
は
、
数

年
単
位
で
の
制
約
的
な
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。
紛
争
で
夫
を
亡
く
し

て
母
子
家
庭
に
な
っ
た
家
も
多
い
。
た

だ
、
そ
ん
な
状
況
で
も
人
々
は
た
く
ま

し
い
と
い
う
。「
悲
惨
な
状
況
に
変
わ

り
は
な
い
で
す
が
、
南
ス
ー
ダ
ン
の
難

民
の
人
た
ち
は
、
な
ん
と
か
経
済
的
に

自
立
し
て
力
強
く
生
き
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
し
た
。
懸
命
に
前
を
向
く
人
た

ち
に
対
し
て
、
私
た
ち
の
研
究
が
支
援

の
要
請
の
経
路
に
お
け
る
障
害
を
取
り

除
く
事
業
へ
の
橋
渡
し
に
な
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
」。

　

J
I
C
A
研
究
所
で
は
今
回
の
調

査
の
あ
と
、
さ
ら
に
被
害
者
の
支
援
要

請
を
受
け
る
側
で
あ
る
教
会
や
病
院
、

警
察
な
ど
に
聞
き
取
り
調
査
を
続
け
て

い
て
、
新
た
な
分
析
を
始
め
て
い
る
。

　

紛
争
影
響
下
と
い
う
特
殊
な
生
活
空

間
は
、
人
間
の
脆
弱
性
を
著
し
く
高
め

る
一
方
で
、
加
害
者
処
罰
が
困
難
に
な

り
や
す
い
こ
と
か
ら
G
B
V
が
生
じ

や
す
く
な
る
。
J
I
C
A
を
は
じ
め

世
界
中
の
支
援
機
関
が
、
協
力
の
手
を

ゆ
る
め
ず
に
G
B
V
防
止
に
取
り
組

み
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

紛
争
影
響
下
に
あ
る

難
民
居
住
地
で
調
査

　

J
I
C
A
で
は
G
B
V
の
解
決
に

向
け
た
協
力
を
行
う
と
と
も
に
、

G
B
V
に
関
す
る
研
究
も
進
め
て
い
る
。

J
I
C
A
研
究
所
の
川
口
智
恵
さ
ん

は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
紛
争
状
態
に

あ
る
南
ス
ー
ダ
ン
か
ら
隣
国
の
ウ
ガ
ン

ダ
に
逃
れ
た
難
民
を
対
象
に
、
紛
争
影

響
下
に
お
け
る
G
B
V
の
問
題
と
被

害
者
支
援
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
。
18

年
に
は
現
地
N
G
O
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
ウ
ガ
ン
ダ
国
内
の
南
ス
ー
ダ
ン

難
民
居
住
区
に
暮
ら
す
男
女
を
対
象
に

対
話
形
式
、
ま
た
個
別
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　

被
害
経
験
の
中
で
多
か
っ
た
の
は
、

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
D
V
）
や
近
親
者
か
ら
の
暴
力
、
家

畜
や
お
金
な
ど
の
婚
資
を
得
る
た
め
に

娘
を
少
女
期
に
結
婚
さ
せ
る
強
制
婚
や

早
婚
、
薪
拾
い
や
水
汲
み
に
出
か
け
た

と
き
の
性
的
暴
力
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
被
害
に
遭
っ

ウガンダ北部にある南スーダン難民居住区。難民は母国にいつ帰れるかわからない不安を抱えている。
ウガンダ政府の計らいで難民には住居や農業のための土地が割り
当てられている。

現地で難民支援を行うN G O「Wa r  C h i l d 
Canada Uganda」と連携して調査を実施。インタ
ビューには男女のべ275人が参加した。

地元の漫画家アディジャ・アスィユさんにイラス
トを依頼し、フェイスブックや現地の主要紙で発
信。イベント支援だけでなく、年間を通じた啓発
活動を行っている。

2017年3月に首都のジュバ市内の3か所で啓発
イベントを開催。GBV廃絶のメッセージをどうすれ
ば効果的に伝えられるかを、演者たちと相談して
本番に臨んだ。

博士　国際公共政策
（大阪大学大学院）。内
閣府国際平和協力本部
事務局研究員、防衛大
学校総合安全保障研究
科特別研究員、外務省
総合外交政策局国際平
和協力室調査員などを経
て、14年から現職。おも
な研究分野は平和構築
と紛争予防。

ジェンダー
笑顔で明日を生きる

特集

GBVの研究で
廃絶の道筋を探す

“紛争”が生じさせた特殊な生活空間における
ジェンダーに基づく暴力（GBV）に関する調査が

ウガンダにある南スーダン難民居住区で行われた。
文⃝松井健太郎

南スーダン政府は「国際女性の日」にイベントを開催（写真は2017年）。

　南スーダンでは、自給的農業の約8割
を女性が担い家族の暮らしを支えている。
一方で女性は、長年の内戦による影響で
兵士による性的暴力をはじめ、さまざまな
形の暴力被害を受けて苦しい生活を強い
られており、GBVは女性の経済・社会活
動を阻害する一因となっている。
　JICAは、同国の女性のエンパワーメン
トにつながる支援を実施している。そのひ
とつに、女性の社会参加の機会拡大と地
位向上を目指すイベントの支援がある。こ
れは同国のジェンダー・児童・社会福祉省
が独立以前の2007年から「国際女性の
日」（3月8日）に開催しているものだ。
JICAは2016年3月には「ミス・グランド・
インターナショナル2015」の優勝者を招致
し、紛争が女性の生活にもたらした影響や、
また平和促進における女性の役割につい
てパネルディスカッションを行い、翌2017
年にはジェンダー主流化（男女間の不平
等な関係性の解消）とGBV廃絶に向け
た啓発イベントを行った。「計3,000人以

上の住民に対し、地元で人気のある歌手
やダンスグループ、劇団、コメディアンらと
ともにメッセージを送りました。寸劇の四つ
のテーマ（被害者に対する偏見、被害届
を出す重要性、被害者受け入れのための
地域社会連帯の重要性、強制結婚）は、
どれも身近なものであり、問題意識を深め
てもらえました」(南スーダン事務所・平田
民子さん)。2018年には、首都ジュバにお
ける女性の経済活動調査の報告セミナー
を行った。
　今後は、紛争影響下におけるGBVへ
の対応を含むジェンダー分野での協力の
方向性を同国の関係省庁と協議していく
予定だ。南スーダンにおける女性の活躍

と同国の長期的な発展に向けて、JICAは
これからも継続的な取り組みを続けていく。

女性に対する
暴力をなくそう！

多くの人に理解してもらうために
自立・
社会復帰

被害者
の保護

加害者
処罰 予防

JICA研究所 研究員
川口智恵（かわぐち・ちぐみ）さん
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